
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
共
産

党
、
国
家
及
び
国
民
は
、
独
立
宣
言
、

主
権
、
領
土
保
全
、
国
民
の
自
由
と
幸

福
の
確
保
や
国
家
の
発
展
の
た
め
に
毅

然
た
る
決
意
で
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。

戦
争
被
害
を
乗
り
越
え
貧
困
国
か
ら
、

現
在
は
世
界
ト
ッ
プ
40
カ
国
に
入
る
経

済
国
と
し
て
、
さ
ら
に
ト
ッ
プ
20
カ
国

に
入
る
貿
易
国
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
最

も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
発
展
し
て
い
る
経

済
国
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
」
と
話
し

「
特
に
我
が
国
の
事
業
の
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
日
本
か
ら
の
多
大
な
ご

支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
締
め

ま
し
た
。

　
山
口
理
事
長
、
中
川
副
理
事
長
は
、

ベ
ト
ジ
ェ
ッ
ト
日
本
代
表
や
朝
日
新
聞

奨
学
会
の
代
表
、
ベ
ト
ナ
ム
企
業
代
表

者
や
国
会
議
員
、
ベ
ト
ナ
ム
寺
院
大
恩

寺
の
テ
ィ
ッ
ク
・
タ
ム
・
チ
ー
僧
侶
ら

と
次
の
時
代
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
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隔月会報紙 茨城とベトナム

茨城とベトナム茨城とベトナム
X i n  c h à o  い ば ら きX i n  c h à o  い ば ら き

　
現
在
日
本
に
は
約
60
万
人
の
ベ
ト
ナ

ム
人
が
生
活
し
て
お
り
、
中
国
人
に
次

い
で
２
番
目
の
多
さ
で
す
。

　
ま
た
、
年
間
約
50
万
人
の
日
本
人
が

観
光
で
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
、
ベ
ト
ナ
ム

に
あ
る
日
本
の
会
社
は
２
千
社
を
超
え

て
い
ま
す
。

　
政
府
開
発
援
助
に
お
い
て
も
主
要
な

支
援
対
象
国
で
、
日
本
国
内
で
の
労
働

や
研
究
、
観
光
、
地
方
と
の
連
携
な
ど

様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
両
国
は
更
に

密
接
な
関
係
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
建
国
79
周
年
を
迎
え
、
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
ヒ
エ
ウ
ベ
ト
ナ
ム
大

使
は
「
１
９
４
５
年
９
月
２
日
に
ホ
ー

チ
ミ
ン
主
席
が
、
独
立
宣
言
を
し
、
ベ

ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
が
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
の
歴
史
的
な
出
来
事
は
独

立
、
自
由
、
自
主
に
向
け
た
我
が
国
の

始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
79
年
に
渡
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
り
数
々
の
困
難
を
乗

　
式
典
に
は
、
来
賓
と
し
て
公
明
党
の

斉
藤
鉄
夫
代
表
を
は
じ
め
、
鈴
木
馨
祐

法
務
大
臣
、
宮
路
拓
馬
外
務
副
大
臣
、

日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
議
員
連
盟
鶴
保
庸

介
幹
事
長
な
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
や
日
本
の

関
係
者
、
各
国
大
使
な
ど
が
出
席
し
、

両
国
の
国
歌
が
流
れ
る
中
、
式
典
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

独立記念式を開催　
11
月
19
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
で
独
立
79
周
年
記
念
式
が
行
わ
れ
、
友

好
協
会
か
ら
は
山
口
や
ち
ゑ
理
事
長
、
中
川
喜
久
治
筆
頭
副
理
事
長
、
村
田
み
の

り
事
務
局
長
が
出
席
し
、
フ
ァ
ム
・
ク
ア
ン
・
ヒ
エ
ウ
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
全
権
大
使

と
夫
人
、
グ
エ
ン
・
ド
ゥ
ク
・
ミ
ン
公
使
ら
の
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。

大使夫妻の出迎えを受ける山口理事長

フエ出身の朝日奨学会のフォンさんと
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創業文政五年

うなぎ蒲焼き・お弁当

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

理
事
長
あ
い
さ
つ

　
議
事
に
先
立
ち
山
口
理
事
長
は
「
今
年

は
17
俵
の
玄
米
（
精
米
約
１
０
０
０
㌔
）

と
た
く
さ
ん
の
米
を
県
内
４
つ
の
大
学
の

留
学
生
や
日
本
語
学
校
、
子
ど
も
食
堂
に

配
り
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年

ベ
ト
ナ
ム
訪
問
を
秋
に
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
９
月
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
と

て
も
暑
か
っ
た
の
で
、
学
生
の
都
合
や
季

で
、
ご
協
議
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

審
議
に
つ
い
て

第
１
号
議
案
　
新
春
の
つ
ど
い

▽
日
時
…
令
和
７
年
２
月
２
日(

日)

　

　
11
時
開
会
〜
13
時
30
分
終
了
予
定

▽
会
場
…
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

▽
会
費
…
１
２
、
０
０
０
円

第
２
号
議
案
　
第
26
次
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
団

▽
期
日
…
令
和
７
年
２
月
18
日
〜
22
日

▽
訪
問
都
市
…
フ
エ
↓
ダ
ナ
ン
↓
ホ
イ
ア

ン▽
内
容
…
フ
エ
外
国
語
大
学
交
流
、
ア
ン

タ
イ
子
ど
も
の
家
支
援
、
歴
史
的
文
化
遺

産
見
学
等

▽
参
加
申
し
込
み
数
30
人(

学
生
７
人
、

一
般
23
人)

※
11
月
８
日
現
在

節
的
に
、
２
月
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と

な
り
ま
し
た
。
会
場
の
都
合
な
ど
も
あ
り

新
春
の
つ
ど
い
に
は
２
月
２
日
に
、
来
年

度
の
総
会
は
７
月
12
日
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
決
定
し
て
良
い
か
ど
う

か
ご
協
議
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
顧
問
等
に
つ
い
て
の
設
置
規

程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
友
好
協
会
の
定
款

に
設
置
に
関
す
る
規
程
が
あ
り
ま
せ
ん
の

令和６年度第１回理事会

　令和６年度の第１回理事会を１１月１１日、理事と監事の１２人が参加
して開催しました。池田理事のあいさつに始まり中川筆頭理事長を議長に
選出し、今後の事業内容や特別職に関する規程などについて審議しました。

今後の行事等について話し合う

開会のことばをする池田副理事長あいさつをする山口理事長
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

第
３
号
議
案
　
令
和
７
年
度
総
会

▽
日
時
…
令
和
７
年
７
月
12
日(
土)

▽
会
場
…
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

▽
資
料
代
…
１
、
０
０
０
円

▽
総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
す
る
。

第
４
号
議
案
　
特
別
職
設
置
規
程

◎
特
別
職
設
置
規
程(

案)

な
ど
の
資
料
を

も
と
に
、
再
任
に
関
す
る
説
明
が
あ
り
、

継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他

▽
会
費
の
納
入
状
況
に
つ
い
て

▽
常
磐
大
学
ア
オ
ザ
イ
試
着
体
験
報
告

議事進行をする中川副理事長

　
フ
ァ
ム
・
ク
ア
ン
・
ヒ
エ
ウ
特
命
全
権

大
使
、
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
国
防
武
官

グ
エ
ン
・
タ
イ
・
ソ
ン
上
級
大
佐
、
中
谷

元
防
衛
大
臣
、
吉
田
圭
秀
統
合
幕
僚
長
な

ど
が
一
堂
に
会
し
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
友
好
協
会
か
ら
は
山
口
や
ち
ゑ
理
事
長

が
招
待
を
受
け
、
村
田
み
の
り
事
務
局
長

が
代
理
で
出
席
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
ヒ
エ
ウ
大
使
は
「
80
年
前
の
１
９

４
４
年
12
月
22
日
ベ
ト
ナ
ム
人
民
軍
の
前

身
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
宣
伝
解
放
軍
が
創
設

さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
軍
が
誕
生
し
、
ベ

ト
ナ
ム
共
産
党
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
首
席
、

ヴ
ォ
ー
・
グ
エ
ン
・
ザ
ッ
プ
将
軍
の
指
導

の
下
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
軍
は
国
の
独
立
、

主
権
、
領
土
は
全
員
を
堅
固
に
守
り
抜
い

て
き
ま
し
た
。
国
家
の
安
全
保
障
だ
け
で

な
く
、
地
域
及
び
世
界
に
お
け
る
平
和
と

安
定
の
促
進
に
も
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

国
連
平
和
維
持
活
動
に
部
隊
を
派
遣
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
日
本
の
支
援
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
」
と
話
し
、
23
年
に
ベ
ト
ナ
ム

日
本
外
国
樹
立
50
周
年
に
際
し
、
お
互
い

の
関
係
が
「
地
域
及
び
世
界
の
平
和
と
繁

栄
の
た
め
の
包
括
的
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
へ
と
格
上
げ
さ
れ
、
日
本
の
関

係
者
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
国
防
の
ト
ッ

プ
の
国
防
武
官
グ
エ
ン
・
タ
イ
・
ソ
ン
上

級
大
佐
は
「
国
連
平
和
維
持
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
、
安
全
保
障
、
人
道
支
援
、

救
護
・
救
難
創
作
、
戦
争
被
害
克
服
に
お

け
る
国
際
協
力
を
促
進
し
、
地
域
及
び
世

界
の
平
和
安
定
、
協
力
、
発
展
に
貢
献
し

て
い
る
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
中
谷
元
防
衛
大
臣
が
「
24
年
８

月
、
日
本
の
防
衛
大
臣
が
ベ
ト
ナ
ム
を
公

式
訪
問
し
、
高
官
レ
ベ
ル
の
交
流
や
訪
問

が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
」
と
話
す
と
、

吉
田
統
合
幕
僚
長
も
「
ベ
ト
ナ
ム
の
カ
ン

ラ
ン
海
軍
基
地
を
視
察
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
海
上
自
衛
隊
が
カ
ン
ラ
ン
湾
へ

の
艦
艇
の
寄
港
が
始
ま
っ
た
」
こ
と
や

「
防
衛
関
係
の
更
な
る
発
展
は
人
と
人
と

の
信
頼
関
係
に
よ
る
も
の
だ
」
と
話
し
お

互
い
の
更
な
る
関
係
の
深
ま
り
を
記
念
し

て
乾
杯
を
行
い
ま
し
た
。

　
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
は
２
０
０

０
年
４
月
、
第
８
次
訪
問
団
17
人
が
「
ベ

ト
ナ
ム
の
英
雄
」
ザ
ッ
プ
将
軍
の
自
宅
に

招
か
れ
親
交
を
深
め
る
な
ど
長
年
の
繋
が

り
が
あ
り
ま
す
。

互
い
に
グ
ラ
ス
を
交
わ
す
中
谷
大
臣
と
ヒ
エ

ウ
駐
日
大
使
、
ベ
ト
ナ
ム
の
軍
関
係
者

明
治
記
念
館
で
記
念
式
典

　
ベ
ト
ナ
ム
人
民
軍
創
設
80
周
年
、
全
人
民
国
防
の
日
35
年
記
念
式
典
が
東
京
都
港

区
元
赤
坂
の
明
治
記
念
館
で
開
催
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
、
防
衛
省
、
世
界
各
国

の
防
衛
関
係
者
３
０
０
人
近
く
が
集
ま
り
ま
し
た
。
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ザ
イ
を
身
に
つ
け
て
ベ
ト
ナ
ム

文
化
紹
介
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
現
在
茨
城
県
内
に
は
１
０
０

人
以
上
の
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生

が
日
本
語
を
は
じ
め
様
々
な
分

野
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
米
の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
文
化
交
流
に
も
協
力
し

て
取
り
組
ん
で
行
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

本    社/茨城県鉾田市安房1571番地   TEL0291-33-4175
つくば営業所/茨城県つくば市稲荷原1番41    TEL029-876-6686

代表取締役社長 方波見 一成

株式
会社

代表取締役 大　竹　昌　士

〒311-4164／茨城県水戸市谷津町細田1-21
TEL 029 -254 -7777
FAX 029 -254 -7778
URL. http://www.fujiclean .net/

株式会社
美しい水を守る

気
候
に
適
し
た
色
や
形
、
ま
た

ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
国
に
興
味
を

持
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

留
学
生
や
Ｏ
Ｇ
が
お
手
伝
い

　
当
日
は
フ
エ
外
国
語
大
学
の

卒
業
生
で
、
現
在
つ
く
ば
市
内

で
働
く
ク
ッ
ク
さ
ん
が
駆
け
つ

け
て
手
伝
っ
て
く
れ
た
他
、
同

じ
く
フ
エ
外
国
語
大
学
の
学
生

で
現
在
常
磐
大
学
に
留
学
中
の

ズ
ー
さ
ん
が
、
持
参
し
た
ア
オ

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
常
磐
大
学
総
合
政
策
学
部
１

年
の
櫻
井
凛
さ
ん
は
「
ベ
ト
ナ

ム
の
民
族
衣
装
を
は
じ
め
て
着

用
し
ま
し
た
。
着
や
す
く
動
き

や
す
く
、
と
て
も
綺
麗
な
衣
装

だ
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
わ
た

し
は
白
を
基
調
と
し
た
ア
オ
ザ

イ
を
身
に
付
け
た
の
で
す
が
、

心
が
明
る
く
な
る
感
じ
が
し
ま

し
た
」
と
話
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の

各
国
の
民
族
衣
装

　
イ
ン
ド
、
韓
国
、
中
東
、
ド

イ
ツ
な
ど
の
様
々
な
国
の
民
族

衣
装
が
並
ぶ
中
、
そ
の
着
や
す

さ
や
デ
ザ
イ
ン
の
美
し
さ
で
多

く
の
学
生
や
関
係
者
が
ア
オ
ザ

イ
を
試
着
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
気

候
や
文
化
、
ベ
ト
ナ
ム
最
後
の

グ
エ
ン
王
朝
な
ど
に
つ
い
て
話

が
弾
み
ま
し
た
。
当
日
は
約
70

人
が
民
族
衣
装
の
試
着
を
し
ま

し
た
。

　
常
磐
大
学
文
化
祭
「
と
き
わ
祭
」
が
10
月
19
、
20
日
に
開
催
さ

れ
、
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
は
常
磐
大
学
国
際
交
流
語
学
・
学
習
セ

ン
タ
ー
の
協
力
依
頼
を
受
け
、
約
40
着
の
ア
オ
ザ
イ
を
提
供
し
、

ベ
ト
ナ
ム
文
化
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

常
磐
大
学
で
民
族
衣
装
試
着
体
験
会

常
磐
大
学
に
留
学
中
の
ズ
ー
さ
ん

が
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
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株式会社 鹿島アントラーズ FC

〒314-0021
茨城県鹿嶋市粟生東山2887番地
koizumi-fma935@antlers.co.jp

代表取締役社長

小泉  文明 私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
人
材
・
投
資
・

観
光
・
文
化
交
流
の
観
点
か
ら
ベ
ト
ナ
ム

南
部
ロ
ン
ア
ン
省
の
魅
力
に
触
れ
る
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ジ
テ
ィ
ッ
ク
カ
ワ
ベ
を
視
察

　
10
月
、
ロ
ン
ア
ン
省
代
表
団
が
茨
城
県

を
訪
れ
、
県
内
を
視
察
し
、
関
係
機
関
を

訪
問
し
ま
し
た
。
11
日
に
は
ロ
ン
ア
ン
省

人
民
委
員
会
副
委
員
長
や
ロ
ン
ア
ン
短
期

大
学
副
学
長
な
ど
関
係
者
15
人
が
フ
ォ
ー

ジ
テ
ィ
ッ
ク
カ
ワ
ベ
水
戸
工
場
へ
視
察
に

訪
れ
、
河
辺
真
理
子
社
長
や
工
場
担
当
者

と
共
に
熱
心
に
話
を
聞
き
な
が
ら
、
工
場

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
河
辺
社
長
は
「
共
に
働
く
仲
間
と
し
て

機
械
加
工
に
魅
力
を
感
じ
、
興
味
を
持
っ

て
い
る
人
と
国
を
問
わ
ず
共
に
働
い
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
12
人

の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
働
い
て
い
ま
す
。

　
男
女
、
国
内
外
に
関
係
な
く
、
共
に
働

く
仲
間
と
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
ん

で
い
け
た
ら
と
考
え
、
技
術
・
物
造
り
で

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
会
社
一
丸
で
目
指
し
て

い
ま
す
」
と
話
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ジ
テ
ィ
ッ
ク
カ
ワ
ベ
で
は
２
０

１
９
年
３
月
に
４
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人
を
技

能
実
習
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
か
ら
ベ
ト

ナ
ム
と
の
関
わ
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

ロ
ン
ア
ン
省
と
の
関
わ
り

　
茨
城
県
と
ベ
ト
ナ
ム
の
ロ
ン
ア
ン
省
は

19
年
に
協
力
覚
書
を
締
結
し
、
介
護
業
界

に
お
け
る
労
働
者
不
足
へ
の
対
応
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
24
年
か
ら
は
「
製
造
業
茨
城
県

コ
ー
ス
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、
製
造
業
に
お

け
る
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
９
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
人
材
受
入
れ
促
進

会 員 紹 介

鍛
造
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て

フ
ォ
ー
ジ
テ
ィ
ッ
ク
カ
ワ
ベ
株
式
会
社

　
フ
ォ
ー
ジ
テ
ィ
ッ
ク
カ
ワ
ベ
株
式
会
社
は
最
新
の
設
備
導
入
や
作
業
効
率

の
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
高
精
密
・
高
品
質
な
鍛
造
技
術
の
さ
ら
な

る
向
上
を
目
指
し
、
鍛
造
品
の
製
造
か
ら
加
工
、
品
質
管
理
、
納
品
ま
で
一

貫
体
制
で
行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。

訪問団を迎える河辺社長（左）

ベトナム人従業員が工場内を案内
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特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
シ ョ ー ト ス テ イ
デ イ サ ー ビ ス
住 居 介 護 支 援 事 業 所

茨城県水戸市東野町215-1
TEL 029-247-1551

http://tokusenkai.jimusho.jp/

東  野  の  家
社会福祉法人 徳泉会

株式会社スキルズ

代表取締役

横 田 賢 一

〒310-0851 茨城県水戸市千波町2872-38
TEL・FAX   ０２９-３０６-８５９７

代表取締役社長

任　田　　　正　史
と  う  だ                た  だ  し

水戸オフィス       〒310-0055      水 戸 市 袴 塚３‒５‒３６
                          TEL 029‒251‒2331 FAX 029‒253‒1613
日立オフィス       〒316-0013      日立市千石町２‒１４‒１０
                          TEL 0294‒32‒7380 FAX 0294‒32‒7383

安心と快適をみなさまへ

鈴縫工業株式会社

株式会社  S h a r e水戸

代表取締役

岩　間　茂　久
本社　　　〒310-0042 茨城県水戸市自由が丘 2番18号

     　　　　　　　　  TEL FAX 029-246-6959

大宮営業所〒319-3114 茨城県常陸大宮市野上1916番4号

     　　　 TEL 0295-57-1501  FAX 0295-58-5006

シェア

○
○
○
私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋
・
会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す
○
○
○



2024年 （令和6年）    11月号

製 鋼 原 料

株式会社 潮  来  工  機

代表取締役 西   谷   年   弘
本社・工場 茨城県神栖市居切１２３０‒３８
〒314-0141 T E L  0 2 9 9 ̶ 8 2 ̶ 0785（代）

FAX  0 2 9 9 ̶ 8 2 ̶ 3 7 7 4
URL : h t t p : / /www. s c r ap . co . j p /

ISO 14001:2015 認証取得

株式会社

代表取締役

〒311-4393
茨城県東茨城郡城里町那珂西2270-1

TEL     029-288-5511（代表）
FAX    029-288-5517
URL    https://ito-net.co.jp

ISO-9001      ISO-14001

登録証No.JQA-2930      登録証No.JQA-EM5347

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋
会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
今
年
の
８
月
７
日
に
筑
波
大

学
の
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
70
人

に
友
好
協
会
が
米
２
１
０
㌔
を

支
援
し
ま
し
た
。

　
そ
の
お
礼
が
国
際
担
当
の
野

村
名
可
男
室
長
や
留
学
生
か
ら

友
好
協
会
に
届
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
米
不
足
や
価
格
の
高

騰
で
誰
も
が
困
っ
た
一
年
で
し

た
が
、
留
学
生
の
助
け
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
と
学
生
の
寄
せ
書

き
を
見
な
が
ら
感
じ
ま
し
た
。

　
茨
城
県
で
学
ぶ
留
学
生
の
皆

さ
ん
の
益
々
の
活
躍
を
お
祈
り

し
ま
す
。

令和６年 10月９日

NPO法人茨城県ベトナム友好協会
山口 やちゑ 理事長　殿

筑波大学ステューデントサポートセンター
  国際交流支援室長
  　　野村　名可男

拝啓

　さわやかな秋晴れの季節となりましたが、ますますご隆盛のこととお喜び申
し上げます。

　さて、この度は、本学のベトナム人留学生に白米を提供頂き、誠にありがと
うございました。
　全国的な米不足の中、学生達にとりましても大変大きな助けになりました。
本学関係者一同、貴協会の皆様のご支援に改めて深く御礼申し上げます。
　当日受け取りに来られなかった者を含めて、提供頂いた白米70袋のうち53
袋をベトナム人の学生に渡すことができました。
　また、残りの17袋につきましては、秋学期に入学した東南アジアの留学生
達に配布させて頂きましたことをこの場を借りてご報告いたします。

　学生からの感謝の気持ちとして、白米を受け取った学生から貴協会へのメッ
セージを同封させて頂きました。貴協会の皆様でご覧いただけますと幸いです。

　今後ともなにとぞ末永いご支援をお願い申し上げます。
　まずは書中にて、略儀ながらお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

筑
波
大
か
ら
お
礼
の
手
紙

（上）野村室長からの礼状と（右）留学生からの寄せ書き



2024年 （令和6年）     11月号

茨城県指定障害福祉サービス施設
特定非営利活動法人 喜友会

理事長 石 川 利 雄
茨城県水戸市見和3丁目568-3〒310-0911
ＴＥＬ：029-251-5882
ＦＡＸ：029-212-3004
 mail：kagayaki@mito-smile.com
 http://www.999web.jp/smile-mito/ 

株式会社 みらいサービス 21

代表取締役

飯田　香世子

〒319-3114 茨城県常陸大宮市野上 1916-4

     TEL 0295-57-1501  FAX 0295-58-5006

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

茨
城
に
住
み
、
茨
城
で
働
く

　
チ
ン
さ
ん
と
ト
ゥ
イ
さ
ん
は

県
内
で
働
く
お
母
さ
ん
で
、
子

育
て
を
し
な
が
ら
通
訳
や
ガ
イ

ド
、
ベ
ト
ナ
ム
に
日
本
を
紹
介

す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ン
さ
ん
の
二
人
の
お
子
さ

ん
は
小
学
校
に
通
っ
て
い
て
日

本
語
も
堪
能
で
す
。

　
し
か
し
問
題
は
入
学
す
る
ま

で
の
手
順
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
だ
っ

た
と
話
し
ま
す
。
学
校
の
仕
組

み
や
文
化
が
違
う
の
で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
委
員
に
な
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
理
由
な
ど
初
め
は
理
解

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
学
校
か
ら
の
重
要
な
手
紙
も

季
節
の
あ
い
さ
つ
や
「
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
」
な
ど
何
が

大
事
な
事
な
の
か
と
て
も
難
し

か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
は
当
た
り
前
の
こ

と
も
文
化
が
違
う
外
国
人
に
は

大
き
な
壁
と
な
り
ま
す
。

　
ト
ゥ
イ
さ
ん
は
ガ
イ
ド
と
し

て
ベ
ト
ナ
ム
人
だ
け
で
な
く
、

海
外
か
ら
来
た
旅
行
客
を
案
内

し
、
茨
城
の
素
晴
ら
し
さ
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。

「
家
族
３
人
で
生
活
し
て
い
る

の
で
一
歳
に
な
る
子
供
の
面
倒

を
見
て
く
れ
る
人
が
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。
入
れ
る
保
育
園
の
募

集
は
な
く
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

も
見
つ
か
ら
な
い
、
ど
う
や
っ

て
仕
事
に
復
帰
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」
と
嘆
き
ま
す
。

　
行
政
の
相
談
窓
口
な
ど
で
は

十
分
な
情
報
が
受
け
ら
れ
な
い

と
困
っ
て
い
ま
す
。

県
の
取
組
み
、
今
後
の
課
題

　
茨
城
県
で
は
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
母
国
語

で
困
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
県
民
生
活
環
境
部
・
県
民
協

働
課
で
はIB

A
R
A
K
I

ネ
イ

テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
ス
タ
ー
ト

し
、
各
国
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
母

茨
城
県
内
に
住
む
外
国
人

　
県
内
在
住
の
外
国
人
は
約
９

万
人
で
、
在
留
資
格
別
に
見
る

と
特
定
技
能
と
技
能
実
習
生
を

合
わ
せ
た
約
２
万
８
千
人
が
労

働
者
で
す
。
そ
の
内
ベ
ト
ナ
ム

人
は
約
１
万
８
千
人
で
、
そ
の

多
く
も
労
働
者
で
す
。

　
特
定
技
能
と
技
能
実
習
生
、

企
業
で
働
く
技
術
者
な
ど
在
住

資
格
を
持
つ
人
で
日
本
語
を
理

解
で
き
な
い
場
合
は
監
理
団
体

や
企
業
が
手
助
け
し
ま
す
。

　
し
か
し
家
族
滞
在
な
ど
で
県

内
で
生
活
し
て
い
る
人
は
、
手

助
け
が
な
い
た
め
困
難
を
抱
て

い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

国
語
で
の
対
応
や
情
報
提
供
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
各
地
域
で
、
弁
護
士
な

ど
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
会
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
番
の
課
題
は
言
葉
の
壁
で

す
。
ど
ん
な
に
詳
し
く
話
し
て

も
理
解
で
き
な
い
以
上
問
題
が

大
き
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
取
り
入
れ
て
い

る
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
理

解
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
「
避
難
し
て
く
だ
さ

い
」
を
「
危
険
、
に
げ
て
」
と

表
現
す
る
と
か
「
保
護
者
は
児

童
を
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
い
」

を
「
学
校
に
き
て
、
子
ど
も
と

か
え
り
ま
す
」
と
易
し
い
表
現

に
変
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
行
政
の
相
談
窓
口
の
外
国
人

へ
の
対
応
も
さ
ら
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

国
際
化･

多
文
化
共
生
社
会

　
茨
城
県
に
は
在
県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
が
ベ
ト
ナ
ム
人
同
士
の
情

報
交
換
を
盛
ん
に
行
い
、
友
好
協
会
や
県
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

な
ど
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
課
題
も
あ
る
た

め
、
県
内
在
住
の
ベ
ト
ナ
ム
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
９
月
に
フ
エ
外
国
語
大
学
か

ら
常
磐
大
学
に
留
学
中
の
レ
・

テ
ィ
ン
・
ビ
ッ
ク
・
ズ
ー
さ
ん

が
、
11
月
８
日
、
友
好
協
会
員

宅
に
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
ま
し
た
。

　
「
家
の
作
り
も
違
う
け
ど
、

な
ん
だ
か
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
う

ち
に
来
た
み
た
い
で
す
。
み
な

さ
ん
親
切
で
や
っ
と
少
し
安
心

し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

日
本
で
過
ご
す
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
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本    社 ／ 水戸市千波町 1905    TEL 029-241-2161（代）
つくば支店／つくば市梅園 2-7-1-201 TEL 029-860-7510 

医  療  法  人
社会福祉法人

樅山診療所
樅　山　会

理事長 圷　　 正  紀

〒311-1426 茨城県鉾田市樅山576-27
0291-37-0045
https://www.momiyama-kai.org

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

■
新
入
会
員

▽
協
同
組
合
エ
コ
リ
ー
ド（
水

戸
市
）敬
称
略

○ 

声
高
く 

賑
わ
い
響
く 

七
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顧
問 

人
見
章
太
郎

○ 

思
い
や
り 

枝
に
残
っ
た 

木
守
り
柿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員 
海
老
根
　
巌

○ 

七
五
三 

ひ
な
だ
ん
飾
り 

笑
顔
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員 

人
見
　
み
さ

今
月
の
川
柳

情報発信のための情報提供
のご協力をお願いします

ＮＰＯ法人茨城県ベトナ
ム友好協会からイベント
等のご案内の配信のため
情報提供にご協力をお願
いいたします。ご提供い
ただいた個人情報につき
ましては、友好協会以外
外部に共有することはご
ざいません。

　
10
月
30
日
、
午
後
６
時
半
か

ら
留
学
生
支
援
団
体
を
招
い
て

の
国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
が
開
催

さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
が

招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
０
０
人
以
上
の
日
本
人
学

生
と
留
学
生
が
集
ま
り
、
お
互

い
に
自
己
紹
介
を
行
い
、
ゲ
ー

ム
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　
現
在
茨
城
大
学
に
は
約
２
０

０
人
の
留
学
生
が
在
籍
し
て
お

り
、
一
番
多
い
の
は
中
国
人
、

次
い
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
、
韓
国
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら

の
学
生
で
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
レ
ー
シ
ョ
ン
が

始
ま
る
と
学
生
た
ち
は
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
各
グ

ル
ー
プ
が
言
葉
を
使
わ
ず
身
振

り
手
振
り
だ
け
で
最
後
の
人
ま

で
用
件
が
伝
わ
る
か
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
国
に
よ
っ
て
表
現
の
違
い
も

あ
り
、
み
ん
な
笑
顔
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
っ
た
◯
×
ゲ
ー
ム

で
は
「
茨
城
県
で
一
番
生
産
量

の
多
い
野
菜
は
」
な
ど
楽
し
み

な
が
ら
茨
城
や
日
本
の
こ
と
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
特
に
◯
×
ゲ
ー
ム
は
留
学
生

と
日
本
人
の
学
生
が
ペ
ア
を
組

み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
な
が
ら
真
剣
に
答
え
を
考

え
る
な
ど
、
楽
し
い
交
流
の
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
フ
エ
外
国
語
大
学
か
ら
の
留

学
生
チ
ュ
ウ
・
マ
ン
さ
ん
は
、

「
難
し
す
ぎ
て
答
え
が
な
か
な

か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

初
め
て
会
っ
た
学
生
と
仲
良
く

な
り
、
相
談
な
ど
も
で
き
て
瞬

く
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
待
さ
れ
た

関
係
者
た
ち
も
国
際
交
流
に
つ

い
て
、
ま
た
県
の
取
組
み
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

日 

時　
　
令
和
７
年
２
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

 

午
前
11
時
開
会
・
受
付
10
時
半
〜

会 

場　
　
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

　
　
　
　

 

２
階
・
飛
天

「
新
春
の
つ
ど
い
」の
お
知
ら
せ

　
出
欠
の
ご
案
内
を
事
前
に
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、

１
月
10
日
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

茨
大
で
国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

　
茨
城
大
学
図
書
館
１
階
で
国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、

茨
大
工
学
部
日
立
キ
ャ
ン
パ
ス
や
茨
大
農
学
部
阿
見
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
も
大
勢
の
留
学
生
や
学
生
が
集
ま
り
交
流
会
が
盛
大
に

催
さ
れ
ま
し
た
。
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【令和６年度】

【令和７年度】
11月（募集中）　

 ６月（開講予定）

介護職員初任者研修

介護福祉士実務者研修
開講予定！お待ちしております

（担当：沼尻）

○
○
○
私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋
・
会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す
○
○
○


